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平成29年11月2日、農林水産省より、本年7月の日ＥＵ・ＥＰＡ大枠合意の後に行わ

れていた貿易上の品目コード(ＨＳコード)等の確認作業が終了したことを受け、日Ｅ

Ｕ・ＥＰＡにおける農林水産物の市場アクセス交渉の結果（暫定版）が公表されまし

たのでお知らせします。鶏卵関係については、以下の通りであり、大枠合意内容に変

更はありません。 

なお、日ＥＵ・ＥＰＡ大枠合意における鶏卵への影響については、①鶏卵消費量 265

万トンのうち輸入量は９万トン(３％)と少量であること、②ＥＵ加盟国からの輸入鶏

卵のほとんどがハムやソーセージ等のつなぎ原料となる卵白粉であり、その用途が限

られていること、③国産鶏卵の大半が新鮮な殻付き卵の状態で流通しており、一定の

棲み分けが見られること等から、日ＥＵ・ＥＰＡ大枠合意による影響は限定的と見込

まれるとされております。 

出典：農林水産省（日EU・EPA大枠合意における農林水産物の概要（EUからの輸入））鶏卵のみ抜粋  

＜農林水産省 日ＥＵ・ＥＰＡ協定に関する情報＞ 

http://www.maff.go.jp/j/kokusai/renkei/fta_kanren/f_eu/index.html 
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